









































































































































かけて行けば、NEC の Micro ResearcherⅡは数表の作成・グラフの作成など 1992 年
当時としてはこんなこともできるのかという感じがしたほど高機能であった。またS-
言語にしてもこれだけの簡単な命令語でこれだけきれいなグラフが描けるのかと思
ったものである。 そして少し使う道筋をつけておけばかなり使い物になりそうだと
考えたので、SENACの編集にも参画していたこともあり、こうしたことに関する記事
を寄稿することも結構多くなりました。ただ、今では"MS-Office"などでこうした機
能が極く当たり前に簡単に使えるようになってきており、 ソフトウェアの発達には
すごいものがあったという思いを改めて感じざるを得ません。それにしてもこの間、
編集記事校正の締め切りではいつもぎりぎりまでということで、担当の窓口をしてお
られた嶺岸勉さん・高橋哲夫さんなどにはずいぶんとご迷惑をかけてしまいました。 
パソコンの時代へ 
そうこうするうちに、1995年11月に Windows95[Win Version4.0]が現れ、そ
してMS-Word，MS-Excelなどが出現するに及び、文章書き・数表作成とグラフ描画や
それらのレイアウトに関しては大きく状況が変化したのだった。UNIX機のアプリケー
ションソフト上で私が利用し始めた機能の多くは、先ずは MS-Windows 機上でほとん
ど簡単にできるようになってきました。ソフトのマニュアルもたくさん出回ってきま
した。以前医学部にいた八木直人さんなどが ACOS 上に構築したユーザーライブラリ
はその先駆けだった感がありますが、有用なフリーソフトもネットを介して容易に利
用できるようになってきました。これからのコンピュータの世界には 何か夢を比較
的簡単に実現できそうな道具がたくさん用意されてきているように思われます。 
 
さて、これまでを振り返ると、センターには長く、また半ばセンターにいる者の如
くお付き合いを頂いてきました。その間 ハードウェア・ソフトウェアの向上の中で
随分すばらしい道具にめぐり合うことができ、多分野（他分野）の方々と接すること
で新しい情報やそうしたものへの対処法に早目に接することもできました。 こうし
た道具をうまく利用してこれからも教育･研究に活かしていきたいと考えているとこ
ろであります。 
